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研究成果概要 

 本研究はスーパーカミオカンデ実験のバックグラウンドとなる，放射性ラドン源の動

態把握と低減を目的としている。実験環境のラドン源の特定と動態を把握するため，

2016 年度から茂住坑道の地下水のラドン濃度を測定している。測定地点は茂住坑道の

上流から下流までの 11地点であり，そのうち 8地点は 2017年から継続している。定期

的に測定地点で採水し，液体シンチレーション法によりラドン濃度を測定する。 

2023 年度までの結果は次のようになった。①カムランド奥源水 17.6±0.2 Bq/L，②カ

ムランド前 14.1±0.2 Bq/L，③合流地点前（サブ） 1.7±0.1 Bq/L，④合流地点前（メ

イン） 8.5±0.2 Bq/L，⑤合流地点の先 3.3±0.2 Bq/L，⑥坂の上 2.9±0.1 Bq/L，⑦坂

の下 2.2±0.1 Bq/L，⑧SK前 2.5±0.1 Bq/L。上流から下流にかけてラドン濃度が低下

し，水から大気中へラドンの移行が見られる。 

2024 年 1 月 1 日 16 時 10 分 22 秒に石川県能登地方地震（M7.6）が発生した。この

地震後に 3度測定した①カムランド奥源水のラドン濃度は，いずれも地震発生以前の測

定と比べて有意に上昇し，23.5±0.3 Bq/Lであった。また同地点において連続測定して

いるデータでは，地震発生直後からカムランド前源水のラドン濃度が地震に応答して上

昇することを観測した。水温は 11.7℃から 11.4℃へ減少した。 

カムランド前源水のラドン濃度が坑道内で最もラドン濃度が高く，季節変動は殆どな

いことを確認した。この地点の 31回の液体シンチレーション法の結果を用いて，80Lラ

ドン計の連続測定法を較正した。 

同様の液体シンチレーション法で，ハイパーカミオカンデの栃洞坑道の地下水のラド

ン濃度を測定した。2019 年から 2024 年にかけて 7 回測定し，源水のラドン濃度が 7 

Bq/Lと，茂住坑道よりも低く，源水が岩盤中を下りてくる際に脱気が起こりラドン濃度

が低下することが確認された。 
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